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１．研究計画の概要 
（1）古典学におけるジェンダーの研究に関

する先行研究を点検する。 
（2）文献学の方法を踏まえながら紀元前 5

世紀アテーナイで上演された悲劇・喜劇作
品を分析し、服装倒錯・言語・ステレオタ
イプ表現などの観点からジェンダー描出
を解明する。 

 
２．研究の進捗状況 
（1）アリストパネースの「女もの」と呼
ばれる３篇の喜劇、すなわち『リューシス
トラテー』、『テスモポリアズーサイ（テス
モポリア祭を営む女たち）』、『エックレー
シアズーサイ（女の議会）』におけるジェ
ンダー描出についてはすでに服装倒錯と
言語とステレオタイプ表現を中心にした
分析を終えている。そしてその成果は 2009
年に「ギリシア喜劇全集別巻」（岩波書店）
で発表された。 
（2）アリストパネースのその他の喜劇作
品 8 篇（『アカルナイの人々』、『騎士』、『平
和』、『雲』、『蛙』、『蜂』、『鳥』、『プルート
ス』）におけるジェンダーについては、そ
の描出は上記 3 篇と比較すると顕著ではな
いが、（1）であげた分析との関連を考慮し
ながら、また政治的・社会的コンテクスト
にという作品のバックグラウンドを重視
しながら研究を進めているところである。
「女もの」とは異なるこれら諸作品の性質
上、その分析はステレオタイプ表現が中心
になっている。 
（3）もっかのところは原稿締め切りの関
係上、喜劇断片に取り組んでいる。今年度

前半に原典からの翻訳の原稿を完成させ、
来年度中の刊行をめざしている。喜劇断片
は量が膨大であり、断片という資料の性格
上、しばしばその断片の前後関係が不明で
あるため、そのジェンダー分析は困難であ
るが、アリストパネース的なジェンダー意
識や表現が他のマイナーな喜劇作家たち
の断片にも出現しているかどうかが問題
となる。その意味で断片研究はアリストパ
ネースの独自性を明確化することになる
見込みである。 
（4）悲劇に関しては若干の遅れがある。 

 
３．現在までの達成度 
おおむね順調に進展している。〈理由〉鋭意、
研究を進めているため。悲劇研究に関する若
干の遅れの理由は、『オデュッセイア』の本
の執筆（岩波書店）と、エレゲイア詩集の翻
訳の締め切りに追われていることにある。 
 
４．今後の研究の推進方策 
（1）当初の計画では悲劇と喜劇という演劇
内部でのジェンダー描出に主眼を置いて
いたが、研究を進めるなかで共時的な視点
よりも通時的変遷に力点を移す必要も感
じている。 

（2）計画の整合性の視点から、当初の研究
概要・計画を堅持しつつも、今後はジェン
ダー描出の歴史的経緯にも目配りをして
いきたい。 
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